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１．概要（Summary ）： 

本研究では可動部を有するポリマーMEMS 製作技

術の開発を行っている。本実験においては、水中で駆

動可能な MEMS デバイスを製作するため、ピンホー

ルフリーで高い耐水性および電気絶縁性を有するパ

リレンをデバイス表面にコーティングした。作製した

ポリマーMEMS デバイスについて、水中で連続駆動

評価を行った。 

 

２．実験（Experimental）： 

【利用した主な装置】 

 パリレン成膜装置 PDS-2010（日本パリレン(株)製）

【実験方法】 

 デバイスとしては熱駆動マイクロアクチュエータ

を用いた。構造材料としては PMMA(Poly(methyl 

methacrylate))を用い、デバイスに電流を与えるため

デバイス表面を金でコーティングしている。本デバイ

スは直流電流を流すことで駆動するが、その際デバイ

スの吸水や純水の電気分解が起こるため、パリレン成

膜装置にてパリレン Nをコーティングした。印加電圧

5V、周波数 1.0Hzのパルス波にて駆動評価を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

 試作した PMMA 製熱駆動マイクロアクチュエータ

の光学顕微鏡画像を Fig.1に示す。 

 

 

Fig.1 Microscope image of PMMA thermal actuator. 

  

駆動評価を行った結果を Fig.2 に示す。水中におい

ては駆動変位の減衰が非常に大きく、実験開始 8時間

後には初期変位の 15%~30%まで減衰した。これは、

駆動評価中にパリレンのコーティングが剥がれたこ

とによる漏電が原因と考えられる。 

今後は、パリレンコーティングの密着性について評

価が必要であると考えている。 
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Fig.2 The drive test result of PMMA thermal 
actuator in water. 
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